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２０２１年7月5日
日本原子力発電株式会社

東海第二発電所
発電用原子炉設置変更に係る経理的基礎

審査会合における指摘事項の回答

本資料のうち枠囲みの内容は営業秘密又防護上の観点から公開できません。



2

１．審査会合における指摘事項

No. 項目 発生日 指摘事項 回答日

1

経理的基礎
審査会合
（第951回）

2021年2月25日

資金協力の意思表明文書の対象範囲に特重も含まれている事を受電会社と調整し文
書を取り交わすか又は当時の意思表明文書に当該情報を含んだ添付資料があれば
それを提示すること。

本日ご回答

2
添付書類三の記載について，1740億円でＳＡ起動に必要な施設が完成すると誤解を
与えるため，適切な記載に修正すること。

本日ご回答

3
今後の特重施設の設計変更や契約実績を踏まえて最も確からしい数値，算出方法を
使用して工事費用を積み上げ，必要に応じて資金の額を見直し，最終補正で反映する
こと。

本日ご回答
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２．指摘事項の回答 No.1

＜指摘事項＞

○資金協力の意思表明文書の対象範囲に特重も含まれている事を受電会社と調整し文書を取り交わすか
又は当時の意思表明文書に当該情報を含んだ添付資料があればそれを提示すること。

＜回答＞

東北電力株式会社殿及び東京電力ホールディングス株式会社殿（以下「２社」という。）に対し，資金協力の意思表明

文書の対象範囲を確認するため，依頼文書「2018年3月30日付文書に係る確認について」（Ｐ．４，５）を発信。

 これに対し，２社からは資金協力の意思表明の対象範囲に，特定重大事故等対処施設及び所内常設直流電源設備

（３系統目）に係る工事が含まれている旨の回答（Ｐ．６，７）を受領した。
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参考



9

参考
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参考
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参考
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２．指摘事項の回答 No.2

＜指摘事項＞

○添付書類三の記載について，1740億円でＳＡ起動に必要な施設が完成すると誤解を与えるため，適切な記載に修正
すること。

＜回答＞

以下の通り添付書類三の記載を修正する。

現記載 修正案

記載内容

1. 変更の工事に要する資金の額
本変更に係る特定重大事故等対処施設及び所内常設直

流電源設備（３系統目）の設置工事に要する資金は，合計
約610億円である。
本変更に係る重大事故等対処施設他の設置工事に要す

る資金は，東海第二発電所発電用原子炉設置変更許可申
請書（発電用原子炉施設の変更）（平成３０年９月２６日付
け原規規発第１８０９２６４号をもって設置変更許可）の添付
書類三に記載される資金に含まれる。なお，同資金の総額
に変更はない。

2. 変更の工事に要する資金の調達計画
自己資金及び借入金により工事資金を安定的に確保して

いく。

1. 変更の工事に要する資金の額
本変更に係る特定重大事故等対処施設及び所内常設直

流電源設備（３系統目）の設置並びに重大事故等対処施設
他の変更に伴い，東海第二発電所発電用原子炉設置変更
許可申請書（発電用原子炉施設の変更）（平成３０年９月２
６日付け原規規発第１８０９２６４号をもって設置変更許可）
の添付書類三に記載される資金に加えて必要となる資金
は，合計約610億円※である。

2. 変更の工事に要する資金の調達計画
自己資金及び借入金により工事資金を安定的に確保して

いく。

※数値は現時点のもの。今後の設計変更や契約実績を踏まえ，必要に応じて修正する。
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２．指摘事項の回答 No.3

＜指摘事項＞

○今後の特重施設の設計変更や契約実績を踏まえて最も確からしい数値，算出方法を使用して工事費用を積み上げ，
必要に応じて資金の額を見直し，最終補正で反映すること。

＜回答＞

ご指摘の通り必要に応じて資金の額を見直し，最終補正で反映する。




